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８．まとめ
① 切断面側の放射状の筋肉の収縮が,縁弁を移動させるわけではない。
② 環状の筋肉を円状に再び繋げ直す動きが,縁弁を移動させるわけで

はない。
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３.予備実験

目的 エフィラの縁弁が再配置する(文献1)ことを追試する。

方法 ①縁弁を2本切断（3個体）,3本切断（3個体）,
4本切断（3個体）したエフィラを用意した。

②写真・動画での記録を7日間続け,再配置の
様子を観察した。

結果 実験後2日で全ての個体が再配置を
行った。(図3)

図3：再配置したエフィラ
（実験2日目）

切断されたミズクラゲの幼生が縁弁を再配置するメカニズム
～筋肉の動きに注目して～

１.はじめに
ミズクラゲの幼生エフィラを切断すると,縁弁の位置を再配置し,体の対
称性を回復することが知られている。（図1）
また,文献(1)に以下のことが述べられている。
・縁弁の再配置の際,細胞分裂や細胞死は起こらない。
・薬品で筋収縮を止めると再配置しない。

図1: 切断されたエフィラが体の対称性を回復する様子（文献(1)より引用）

９．今後の展望
環状の筋肉,放射状の筋肉は再配置の力の発生源であるとは言えな
かった。また,実験中のエフィラの拍動の様子から,再配置の原動力は内
圧ではないかと考えた。今後は内圧がどの部位に作用しているのかを
調べる実験を行いたい。

７．実験２

方法 ①縁弁のみを切断し,環状の筋肉を残すよう
に切断した。（図8）

②写真・動画での観察を5日間続け,再配置
の様子を観察した。

結果 環状の筋肉が切断されず残っていたため,完全な対称形とはなら
なかったが,縁弁同士の間隔が広がり,再配置が確認できた。
（図10）

考察 環状の筋肉が繋がっていても,縁弁の間隔が広がり再配置を行っ
たため,環状の筋肉を繋げ直す動きによって,再配置が起こるとは
考えられない。

図8：縁弁の切断位置

図10：再配置しなかったエフィラ
（実験4日目）

図9：切断直後のエフィラ
（実験0日目）

２.エフィラの構造と拍動
ゆっくり

速い

図2：エフィラの構造

放射状の
筋肉

口柄

縁弁

環状の
筋肉

図3：拍動の様子

４．仮説１
切断面側に最も近い放射状の筋肉が収縮することで,縁弁が引き寄せら
れ再配置が起こる。

６．仮説２
環状の筋肉を円状に繋げ直す動きにともなって,縁弁が移動し再配置が
起こる。

５．実験１
方法 ①切断したエフィラ（4個体）を用意し,切断面

に近い縁弁内を平行に走る筋肉の一方
を傷つけた。（図4）

②写真・動画での記録を4日間続け,再配置
の様子を観察した。

【Ⅰ】
予想 再配置が出来なくなる。

結果Ⅰ 実験後1日で,エフィラは口柄と反対側
に縁弁がたたまれ,筒状になった。 （図5）
・筒状になったエフィラは拍動しなかった。
・4日間の観察期間中に,縁弁の再配置
は起こらなかった。

【Ⅱ】
（1)で使用したエフィラが弱っていたために筒状
に変形した可能性があるため,新しいエフィラ６
個体を用い,同じ実験を再び5日間行った。

結果Ⅱ ①２個体は筒状にならず,再配置を行っ
た。（図6）

②２個体は筒状となり,再配置を行わな
かった。（図7）

③１個体は筒状にならず,再配置も行わ
なかった。

④１個体は,口柄のみとなり,再配置を行

わなかった。

考察 結果Ⅱで再配置したことから,切断面側の放

射状の筋肉が収縮することによって,再配置
が起こるとは考えられない。

図5：筒状となったエフィラ
(実験２日目)

図6：再配置を行った
エフィラ
（実験5日目）

図7：再配置しなかった
エフィラ
（実験5日目）

図4：縁弁の切断位置


